
 

  腸内細菌を若返らせる？ケトン体の不思議なエネルギーの源 
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腸内細菌が寿命を決めているという学説（腸内細菌学説）は

100 年以上前から繰り返し唱えられてきた。腸内細菌が「若

さ」を保つことの基本なので、善玉菌が多数を占める腸内細

菌叢が必要だ。最新の科学によれば、善玉菌として働くのは

酪酸菌なので、大腸内の酪酸菌数にフォーカスする必要があ

る。酪酸菌が腸内細菌の多数を占めると、酪酸が大量に産生

され、免疫が最適な状態にリセットされる。筆者は、ポリヒ

ドロキシ酪酸（PHB）が大腸において酪酸菌を効率的に増加

させることを見出した。PHB は、小腸では分解されず、大腸

で分解されるため、大部分が腸内細菌に届けらる。この結果、

腸内細菌のエネルギー産生が増加し、酪酸菌が活性化され

る。PHB は、酪酸菌が多数を占める腸内細菌叢にする最も

簡単な方法だ。講演者は、PHB を哺乳類の良好な腸内細菌

叢を維持するための手段として実用化することを目指して

いる。  
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